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１．はじめに 

神戸大学海事科学研究科は，平成２５年～２９年度にわたる本研究科の教育，研究，国際

交流，社会連携・高大連携活動等の諸活動に対して，学外有識者による客観的な評価と提言

を頂くために，平成２５年度以来５年ぶりに外部評価を実施した。 

本外部評価報告書は，平成２５年～２９年度自己点検報告書を主な評価資料とし，各委員

により受けた評価結果等をまとめたものである。 

各委員からは，組織改組の方向性，練習船の在り方，教員評価，教育，研究，社会貢献等

について示唆に富む様々な意見をいただいた。この外部評価を基にして，今後の中期計画策

定も視野にいれ，今後の研究科全体の活性化のために，その方向性を議論し，実現していき

たい。 

最後に，お忙しいなか，外部評価にご協力いただいた委員の先生方には厚く御礼を申し上

げる。 
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２．外部評価の概要とその実施方法 

海事科学部・海事科学研究科は，平成３０年度部局年次計画の一つとして外部評価実施を

掲げている。 

他大学有識者及び企業（船社，重工業）関係者から構成される外部評価委員には，予め平

成２５～２９年度自己点検報告書を送付し，海事科学部や海事科学研究科の（１）教育，（２）

研究，（３）国際交流，（４）社会連携・高大連携活動の４項目に関する評価シートを作成し

ていただいた上で外部評価委員会を開催した。 

外部評価委員会では，海事科学部・海事科学研究科の状況について各委員の意見等を踏ま

えた説明を行った上で，課題等について意見交換を行った（「３．外部評価委員会次第」及

び「４．外部評価委員会議事要旨」参照）。 

委員会終了後，外部評価委員には意見交換を踏まえて，上述した４項目に関する評価シー

トを改めて作成していただいた（「５．外部評価結果」参照）。 
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３．外部評価委員会次第 

神戸大学海事科学部／大学院海事科学研究科 

外部評価委員会 

 

日 時  平成３１年２月１５日（金）１４時～１６時 

場 所  海事科学研究科事務棟４階 第二会議室 

出席者   

（外部評価委員） 

    浦  環 氏  （九州工業大学 社会ロボット具現化センター長・特別教授） 

    寺島 紘士 氏 （公益財団法人 笹川平和財団 参与） 

    稲石 正明 氏 （東京海洋大学 理事・副学長） 

    門野 英二 氏 （川崎汽船株式会社 専務執行役員） 

    河野 一郎 氏 （川崎重工業株式会社 執行役員） 

 （神戸大学大学院海事科学研究科） 

    内田 誠    （研究科長） 

    阿部 晃久   （副研究科長） 

    西尾 茂    （副研究科長） 

    合田 征史   （事務長） 

 

１．資料 

 （１）神戸大学海事科学部・海事科学研究科 評価シート回答一覧 

 （２）神戸大学海事科学部・海事科学研究科 自己点検報告書の概要（後掲） 

 （３）神戸大学長期ビジョン実現に向けた各部局等年次計画 

 （４）平成２９年度自己点検報告書 

 

２．進行 

 （１）研究科長挨拶，委員紹介，進め方について 

 （２）平成２９年度自己点検報告書概要説明 

 （３）質疑応答 

    １）組織改革の変遷と計画について 

    ２）教育活動について 

    ３）研究活動について 

    ４）国際交流活動について 

    ５）社会連携，高大連携活動について 

 （４）その他意見交換 

 （５）評価シートへの記入について 
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４．外部評価委員会当日説明用 PPT 資料（自己点検報告書の概要） 
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５．外部評価委員会議事要旨 

 （１）研究科長挨拶，委員紹介 

     内田研究科長の挨拶に続き，外部評価委員及び海事科学研究科の出席者から自

己紹介があった。 

 （２）海事科学部・研究科の活動実績について 

     内田研究科長から資料２及び資料３に基づき，平成２５年度から２９年度の期

間における海事科学部・研究科の活動実績を中心に説明があった。 

 （３）海事科学部・研究科の活動に対する評価について 

     外部評価委員から資料１及び内田研究科長の説明に対し，次のとおり意見があ

った（時系列に記載）。 

    ※A～Eは外部評価委員を指す。 

 

C   年度計画を「検討する」や「策定する」等の記述にした場合，自己評価が

「Ⅲ」に集約されてしまう。計画については，達成できる目標を数値化する

等，具体的に記述した方が評価しやすいのではないか。 

A   新学部の設置について，骨格のみで中身が見えず，育成する人材像が見え

てこない。逆に育成する人材の卒業後の就職先や活躍の場が分からないと

新学部の姿が見えてこない。現在の教育分野ごとの卒業生の進路を把握・分

析し，新学部構想に生かしていただきたい。 

B   商船大学時代は育成すべき人材，卒業生のキャリアパスが明確であったが，

現在は輩出する人材が活躍する業界が拡大し，国際化も進んでおり，卒業生

の進路が多岐に亘っている。新学部の設置に際して，企業等が求める人材を

調査した上で，社会のニーズの中で存在感を出せる方向で検討すべきであ

る。 

A   教員の業績評価について，現在は論文偏重主義の傾向があるが，海事科学

に関する研究は実社会との繋がりが強いという側面があり，また近年，国際

的な活動も増加していることから，単に論文数のみで評価するだけでなく，

海事科学研究分野の特殊性を踏まえた評価システムを検討するべきである。 

B   国際海事機関（IMO）における貢献など，論文とは異なる社会貢献による成

果もある。そのような貢献を評価できるようにすることが必要ではないか。 

A   IMO への貢献のあり方は，人事的なアプローチとしても検討に値する。学

問分野を鑑みると，基礎研究は難しいとしても，国際機関へのアプローチを

検討するべきである。そうすれば，留学生との結びつきも深まるし，国際的

な素養を持った海事人材の養成にも繋がる。船を動かすだけでない，国際性

を持った海事人材について，組織として深堀してみてはどうか。 

D   船社の立場として，単に船を動かせるだけではなく，+αを持った人材が欲
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しいし，神戸大学にはそれが求められている。 

E   新学部について，形が先行しており中身が詰め切れていないように感じる。

また，留学生や TOEIC受講生が減少しているが，海事産業を取り巻くグロー

バル化の大きな波に対応できるよう，国際化に後れを取っている要因を分

析し，対応していただきたい。 

大学  大学内部の人的資源の問題とも関係してくる。リソースの最適配分を念

頭に置きつつ，新学部を検討していきたい。 

A   新学部は，他分野との連携が肝要である。大学の組織内で，組織間をつな

ぐような制度設計は予定されているのか。 

大学  本学では，高度教養科目という形で，2年生以上の全学学生に対して提供

している。こうした科目を通じて，他研究科との繋がりを構築している。 

A   深江丸の運航日数は年間何日程度か。 

大学  年度にもよるが，近年は 120～140日程度である。 

C   これ以上の運航日数を目指すには，船員及び予備船員を増加させる必要が

あるのではないか。 

A   深江丸の年間運航日数が 120～140 日程度であるが，逆に言うと 2/3 の期

間は停泊しており何も生み出していない。今後，経費があれば運航します，

乗組員がいれば運航しますでは財務省，ひいては納税者に対して説明でき

ない状況が来ると考えている。全国の大学が練習船・探査船を持つなかで，

複数機関間で船を統合する流れになることが想定される。貸与料による収

入増加を目指して，練習船を使用していない時期には外部機関に貸与でき

るようにしてはどうか。財務省や納税者に対しての説明責任も求められる。 

大学  深江丸は船員教育の練習船として位置付けられているが，使用しない期

間中の利用形態については検討する。 

C   重点支援②：教育研究型と重点支援③：卓越した教育研究型との違いが，

東京海洋大学と神戸大学の現状の違いに出ている。共同研究や受託研究を

獲得できるような人材を採用することも必要ではないか。そのことは，企業

との繋がりを強化させることができ，教員の正当な評価にも繋がる。 

大学  過去の推移を踏まえると，共同研究や受託研究はかなり伸びてきている。 

A   教員のモチベーションの維持も重要である。教員評価において，研究・教

育・社会貢献の評価基準を工夫するべきである。単純な論文数を競うのでは

なく，委員長や審査委員などの学会活動を重視するべきである。こうした活

動を基礎に，研究者としての視野の広さが培われていくのではないか。 

A   各センターが学部・研究科の教育研究にどのように貢献しているかが見え

てこないため，今後の自己点検の際には，具体的な貢献内容を見極める必要

がある。 
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（４）今後の予定について 

    外部評価委員には，本委員会での議論を基に，各項目（教育・研究・国際交流・社

会貢献，高大連携活動）における最終評価及びコメントを記入していただくこと，ま

た，海事科学研究科でそれらをとりまとめた上で「外部評価報告書」として発行する

ことが確認された。 
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６．外部評価結果 

 6.1. 項目ごとの評価結果  

外部評価委員会後の評価シート上の５段階評価による外部評価委員の平均値は次のと

おりである。 

（１） 教  育         ３．６点 

（２） 研  究         ３．４点 

（３） 国際交流         ２．８点 

（４） 社会連携，高大連携活動  ３．２点 

 

 6.2. 項目別コメント 

１）教育について 

・説明を受けて，アウトカムである学生達の就職先を理解した。このときに，他大

学との比較も必要である。 

 

・海事活動は近年のグローバリゼーションの流れの先頭にいる。そのことを念頭に

置いて，人間性，創造性，国際性，専門性を掲げてそれぞれについて身につける能

力を定めたディプロマ・ポリシーとそれに基づいたカリキュラムポリシーはよく

できている。これに従って 4年間の教育を着実に実施し，成果を挙げるのは必ずし

も容易ではないが，開講科目構成もしっかりしており，特徴ある授業も行われてい

るように思われる。 

教学委員会の下に置かれた FD専門部会が中心となって取り組んでいる教育方法

の改善等の取組を評価するとともに，このような地に足の着いた努力の積み重ね

を期待する。 

 

・教育の質保証，教育水準の維持・向上を図る上で，学修成果の可視化が重要にな

る。学生の学修成果と大学の教育成果を的確に把握して，教育活動の PDCAサイク

ルを確実にまわしていただきたい。 

教員一人ひとりの意識改革なくしては真の人材養成や教育目的の達成はできな

い。質の高い教育を行うには，FD，SD 活動の推進だけでなく，教職員の意識改革

戦略の策定と実行が必要になるではないか。 

 

・海事科学部，研究科の教育は海洋工学（含む資源開発），船舶による海上輸送，

総合物流と広範囲にわたる理工系学科と認識する。 

神戸大学は総合大学であり，高度な理工科学分野では理学部，工学部等の連携強

化により海事分野での専門性の高度化を推進できる。 

将来性のある海洋資源調査，開発等は，船舶の建造・運航技術のみでなく，プラ
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ント設計，施工等の技術とコラボできるものと思われる。 

なお，海技者育成に関しては，乗船訓練は必須でありカリキュラムの見直し等，

時代に即した対応と思われる。なお，海技免状取得は最低ラインであり，海運経営

等への参画も期待される人材育成のため，経営や法令，契約といった教育には改善

の余地がある。 

 

・教育のポリシーから授業評価アンケート・ピアレビューの実施等，PDCA サイク

ルがしっかりと機能している。また，総合大学の強みを活かした他学部との授業連

携や英語教育の強化等は評価に値する。 

 第３期海洋基本計画が決議されたが，国内における海洋人財の育成という点で

は，決して十分とは言えない状況である。海事教育の最前線の立場から有効かつ実

施可能な提言を積極的に行ってほしい。 

 

２）研究について 

・研究の幅を拡げる工夫が必要。プロジェクトやチーム，あるいはセンターといっ

た横断的な取組へのコミットメントと成果が見えない。これを説明するような資

料を準備してほしい。 

 

・海事科学教育・研究はグローバルな性格を有しており，特に海事科学研究は，今

国際的に海事関係で何が問題として取り組まれているかを視野において取り組む

ことが必要である。（例：温暖化対策としての船舶からの CO2排出削減は，各国の

取組みとは別に国際海事機関（IMO）の場で議論して対策を決めている。）IMOのよ

うな国際的な場における海事安全・海洋環境保全などの検討をフォローし，必要に

応じて参画することが，海事科学研究に寄与するばかりでなく，海事科学研究の大

学としての神戸大学の存在を国際社会に認識させ，さらに海外からの学生・研究生

の誘致にもつながるのではないか。また，英語のみで修了要件を満たすことができ

るように各コースに英語のみで教授される講義が設定されたことをグローバル化

への対応として高く評価したい。 

 

・深江丸を活用した学内外との共同研究や競争的資金獲得に向けた支援策を実施

するなど，研究活動の進展が期待できる。更なる進展のために，教員の研究時間を

確保するなどの研究環境の整備及びより良い教員の評価制度の構築を進めていた

だきたい。 

海事系の応用研究で世界をリードできるように，研究体制の整備，国際海事研究

センターの活性化及び研究成果の積極的な広報を期待する。 
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・従来からの船舶や機器類に関する研究にとどまらず，近年，海洋環境や資源開発

関連の研究分野も拡がっていると評価する。 

船舶の自動・自律運航の研究では，企業とも連携し最前線での活躍を期待したい。 

 

・学外の評価委員が「自己点検報告書」から，研究について評価するのは困難であ

る。数多くの論文を発表され，学会等においても多くの受賞が見受けられるが，量

的・質的にどのレベルにあるか，判定することができない。難しいかもしれないが，

何らかの指標を用いて，目標設定及び評価することが出来ないか。 

海運・造船業界においては現在，船舶の排ガス規制と急激な ICT，IOTの進歩の

中にあって，イノベーションの機運が非常に高まっている。神戸大学がこのイノベ

ーションに対して大きく貢献することを期待する。 

 

３）国際交流について 

・教育の国際交流は，教員時間を多く割くことになり，効率を考えなければならな

い。日本財団のプログラムを利用するとか，専用の教員を置くとかの工夫が必要で

ある。 

教育だけでなく，研究の国際交流も重要である。 

 

・国際交流活動については，国際海事大学連合（IAMU）の活動，20以上の大学との

学術交流協定の締結，学生交流活動など活発に取り組んでいることを評価する。そ

の上であえて言えば，単に交流するだけでなく，海事科学教育・研究の発展に向け

て神戸大学海事科学部・大学院海事科学研究科がイニシアチブを発揮していくよ

うな交流事業の構築あるいは実施を推奨したい。 

 

・国際海事大学連合への参画や海外教育研究機関との連携強化を図るなど，高く評

価でき，更なる国際交流活動を進展させていただきたい。 

学生交流事業の国際インターンシップ派遣者数の増加，学生の英語能力向上を

目指した英語講習会の参加者数の増加を期待する。 

 

・長年にわたり国際海事大学との連携や学生を含めた人材交流は評価するが，さら

なる教員の国際化や国際活動に期待する。 

交流内容の概要が分るよう対外的にも学生にもアピールが必要と思われる。 

短期留学制度の拡充や外国人留学生の受入れ増は，日本人学生にとっても刺激

になる。 

 

・国際交流について，本学の制度（国際海事大学連合，国際交流協定制度，留学生
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受入れ，海外研修，国際インターンシップ，英語講習会等）は充実している。 

その結果として IAMUの PIMETプロジェクトにおいて世界 22大学中，研究活動 1位

の評価を獲得されたと思われるが，こういう評価についてはもう少し強くアピー

ルすべきである。 

留学生の受け入れ人数及び，TOEIC講習会参加者数の漸減など，一部の活動につ

いて停滞と見られる記述がある。 

 

４）社会連携，高大連携活動について 

・船を所有し，かつ，船員教育する組織として，船の新たな利用を開発してほしい。

船を使ったアウトリーチ活動が高校生などの若者に対する大きな刺激となること

を期待している。 

 

・社会連携活動が活発に行われており，公開講座，海事博物館に加えて，青少年体

験型セミナーがなかなかいい活動だと評価できる。 

高大連携活動は，大学にとって重要な活動なので，出前講義，オープンキャンパ

ス，研究施設設備見学受け入れなどの引き続きの実施に加えて，サイエンスフェア

in 兵庫，女子中高生のための関西科学塾のような企画ものの一層の拡充を検討す

ることを推奨する。 

 

・多くの社会連携，高大連携活動を行っているが，活動目的・活動戦略を定め，資

源の集中を図ってはいかがか。 

オープンキャンパスは学部広報だけでなく受験生確保の点でも重要な活動だが，

高校生の増加策，近年の保護者増加に対する対応等を検討する必要があると考え

られる。往々にして大学が行いたい事と受験生がやってほしい事は異なるので，学

部・研究科の特徴を活かし，受験生のニーズにあったオープンキャンパスを行い，

参加者の増加を図っていただきたい。 

 

・一般市民への公開講座，高校等への出張講義等，精力的な活動と評価できる。 

港町，神戸の地の利を生かし，海事科学，海事産業の重要性について更なるアピー

ルに貢献をお願いしたい。 

連携の概要が分るよう対外的にも学生にもアピールも必要と思われる。 

 

・幅広い分野で多くの社会連携・高大連携活動を実施されており，評価に値する。

ただ，この活動は一方通行となりがちである。対象者に理解させ，興味を持たせる

ことが最も重要である。目的の共有と活動の効果を常に意識して取組んでいただ

きたい。 
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５）その他（どのような点でも結構です） 

・神戸大学海事科学部・大学院海事科学研究科は，日本では数少ない海事・海洋系

の全国区の大学である。その教育・研究活動を全国レベル及び国際レベルで発信す

る広報のありかたを工夫してみてはいかがか。東京にいると神戸大学のことはほ

とんど聞こえてこないが，国際海事大学連合，練習船深江丸の活動等々神戸大学で

は人々の関心を引くことをいろいろ行っているので，これを発信する広報のやり

方を工夫してみてはいかがか。 

海洋底探査センターの鬼界カルデラの調査も，これを行っていることを巽教授

から聞いて初めて知ったが，人々が関心を持つ研究調査だと思われる。 

また英語による発信・情報提供も重要である。 

 

・自己評価の妥当性をステークホルダーに理解，納得してもらえるように，評価の

根拠となる実績等を明確するなど報告書の記述を工夫していただきたい。 

 自己点検報告書の構成，書き方の問題かもしれないが，全体的に PDCAサイクル

でいえば Cと Aの活動が弱いように感じられる。 

 

・大学の学術研究的な活動と距離のある外部評価者への開示資料としては，大学に

よる自己評価の文言に「改善」「検討」「課題」等の表記のみでなく，配点をもう少

し細分化された方が好ましい。 

 

・平成２９年度の自己点検では全ての項目が「Ⅲ」の評価となっているが，その根

拠が不明確である。「Ⅳ」「Ⅴ」とならないのは何が不足しているのか，何を改善す

べきなのかについての考察が必要である。 

 

 



- 164 - 

 

７．おわりに 

 2004（平成 16）年 4月の国立大学法人化以降 6ヶ年毎に中期目標・中期計画を策定し，

さらに毎年の年度計画を策定して事業を遂行している。事業の点検評価は，3段階からな

る。第 1段階は，毎年自ら実施する自己点検・評価，第 2段階は，数年に 1度，学外の評

価者を自ら選定し，その評価者に依頼して行う外部評価，第 3段階は，第三者評価となる

国立大学法人評価及び機関別認証評価である。3段階いずれの評価報告書も公表され，社

会への説明責任を果たすとともに，大学・部局の教育研究活動の状況把握と内部質保証の

基盤となり，事業の改善及び向上の活動に供される。 

 今期の外部評価は，海事科学研究科の第 3期（2016～2021年度）中期計画及び 2018年

度計画に従い外部評価委員会を組織し，2019（平成 31）年 2月 15日の開催を決定した。

外部評価委員には，海事・海洋分野有識者，海洋政策分野有識者並びに海事科学研究科の

重要なステークホルダーの要職者（海事・海洋系大学理事，大手海運会社役員，大手重工

業会社役員）に就任を依頼し，それぞれ快諾と実施協力を得た。なお，5名の内 2名は，

前回の外部評価（2013年度実施）委員の就任実績を有する。外部評価委員には，前回開催

以降の 5ヶ年（2013～2017年度）の自己点検報告書を予めお送りし，委員会の開催に先立

ち，海事科学研究科・海事科学部の活動状況を把握して頂くように努めた。委員会当日

は，「自己点検報告書の概要」（PPT資料）として，1.組織改革の変遷と計画について，2.

教育活動，3.研究活動，4.国際交流，5.社会連携・高大連携活動の 5項目の説明を行い，

活動状況の理解を深めていただいた上で，本報告書内議事要旨に示すとおり意見交換を行

った。委員会の開催後に，外部評価委員による評価結果及びコメントを受領し，それらを

評価結果としてまとめた。 

 組織改革に関し，外部評価委員会を開催した時点において，自然科学系（海洋系）新学

部を設置する検討が進んでおり，本報告書内 PPT資料に示すとおり背景・趣旨および概要

について委員会当日に報告したが，学内検討が継続中のため，今期の外部評価の対象とは

ならない。また，就航後 31年を超える附属練習船「深江丸」の代船建造が 2019（平成

31）年度以降 2ヶ年の計画で進める予算の内示を受けたことを報告した。 

 2019（平成 31/令和元）年度は第 3期中期目標期間の 4年目を迎え，国立大学法人評価

（4年目終了時評価）を受審するための実績報告書を取りまとめるが，今期の外部評価の

結果を反映させるように努める。 

 今期の外部評価を終え，海事科学研究科・海事科学部の特長と課題を改めて整理し，課

題の解消ならびに事業の改善及び向上を継続的に図る。 

 

   令和２年２月 

神戸大学大学院海事科学研究科長 

内  田    誠 
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